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（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博 士（ 理 学 ） 氏名 石川 卓 
論文題目 
Construction of general symplectic field theory 
（一般のsymplecic field theoryの構成） 
（論文内容の要旨） 
本論文は、接触多様体、および接触多様体間のシンプレクティック同境に付随したs






eeb 軌道の存在を示した Hofer の研究がある。これらの研究を背景に、Eliashberg-
Hofer-Givental は接触多様体の SFT の代数的枠組みを考察した (2000)。しかし、S
FT を(然るべきエネルギー有限の)正則曲線のモデュライを用いて構成することはこ
れまで出来ていなかった。正則曲線の定義域の種数が０である場合に限った理論に、
接触ホモロジーがあるが、それさえもここ数年の Pardon, Bao-Honda の研究までは
構成されていなかった。本論文の主結果は、20年程の間懸案であった一般的な SFT 
の構成である。以下、構成の中で特筆に値することをいくつか述べる。 
 接触構造の法束が向き付け可能な接触多様体 M に対し、そのシンプレクティック
化と呼ばれる M より１次元高いシンプレクティック多様体がある。それは多様体と
しては、M × ℝ と微分同相になる。閉シンプレクティック多様体の中の正則曲線の退
化は、定義域にノードを許した安定写像として定式化される。SFT の場合には、M ×











摂動という枠組みや essential submersion という概念を導入するなど様々な工夫を
加えている。また、倉西チャートの座標変換の滑らかさについても、上の4人のもの
とは異なる証明を与えている。 
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